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子どもたちのために 

                    学校運営協議会代表  望月 光男 

今年度におけるＣＳ（コミュニケーション・スクール）の活動は、コロナ禍において 

3 月以降文科省の通達で学校そのものが制限され動きが取れない中、半年経ちようやく 

少しずつ制限が緩和され、子供たちの行動も元に戻りつつあります。 

ＣＳの活動も少しずつではありますが、動き始めております。 

全国的に少子化が進んでおり、妙高高原地区も例外ではありません。このまま進むと 

北小学校存続も危ぶまれかねません。その中、ＣＳでは各地区区民の皆様方のご協力、 

ご支援を頂き、北小学校、中学校の教育活動へ協力していきます。 

地域の皆様方のご理解を頂き、子供たちの健やかな育成にお力添えを頂きますよう 

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

                     

               

                

                

 

 

 

 

 

保護者や地域住民 

の意向を学校運営 

の方針に反映。 

CS が学校運営の 

基本方針を承認。 

学校運営のビジョン

を郊外の人に共有。
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・地域を愛する心温

かな子供が育つ。 

・活力ある温かな 

地域社会になる。 

地域住民も学校運営 

に対しての責任を 

負うという自覚が 

高まる。 

顔見知りの住人が 

増えることで、間 

接的に地域の防犯 

に貢献する。 

 

学校と保護者や地域住民 

の関わりを増やすことが 

できる(学校運営の透明化) 

学校と CS が同じ目標

をもち、学校運営に取

りくんでいく。 

り組んでいく。 

保護者や地域住民同志 

の関わりも増える。 

（地域の活性化） 

 

学校運営を

応援しよう 

という気持

ちも高まる。 
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学校ボランティアのお願い 

特別な知識や技術は必要ありません。子供たちに声をかけて見守って下さい。 

『子供たちと一緒にできることを、できるときに！』 

皆さんの自由になるお時間を少しだけ子供たちに頂けませんか？  

 

☆ 裁縫・ミシン  基本的な裁縫やミシンの使い方（対象 ６年生） 

 

☆ お掃除     基本的な掃除の仕方を教え、一緒にお掃除をする 

 

☆ パソコン操作  ローマ字入力,画像の貼り付けなどの簡単な操作 

（対象 ４～６年生） 

 

☆ ブラス部    楽器や音符の読み方（夏休み 対象 ４～６年生） 

 

☆ スキー見守り  低学年のクロカン授業の見守り 

 

 

 

 

図書ボランティアと聞くと、読み聞かせだけ

だとお思いではないでしょうか？実は他にも色々 

とお手伝いしていることがあるのです。興味のある事、得意な事がありましたら是非お力を貸して下さい！ 

少しの時間ですが、みんなで子供たちの事を考えながらの作業は、とても楽しいですよ♪ 

 

 

 

 

 

 

  

                                  

 

  

 

月曜と木曜の朝 

                                ８：１５～８：３０ 

                 各学年の教室での 

                  読み聞かせ 


